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南北米福地開発協会新年会
２００７年１月１４日（大山会館）

当
協
会
の
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
為
、
二
〇
〇
七
年
の
最
初
の
集
会

を
一
月
十
四
日
、
事
務
局
前
に
あ
る
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
会
館
に
お
い

て
行
な
い
ま
し
た
。
東
京
な
ら
び
に
東
京
近
郊
の
県
に
在
住
す
る
会
員

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
協
会
の
副
会
長
で
あ
る
桜
井
設
雄
氏
か
ら
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ

の
後
、
当
協
会
の
活
動
に
支
援
し
て
下
さ
る
企
業
か
ら
提
供
さ
れ
た
数
々

の
商
品
の
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
会
員
の
中
か
ら
有
志
が
歌
を
披
露

し
て
く
だ
さ
り
、
楽
し
い
交
流
の
場
を
持
ち
、
そ
の
後
、
今
年
の
活
動

も
活
発
に
進
め
て
行
く
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
主
な
活
動
は

一
．
南
米
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
レ
ダ
の
地
で
活
躍
す
る
南
北
米

福
地
財
団
へ
の
継
続
的
人
材
派
遣
と
経
済
支
援

二
．
レ
ダ
に
お
い
て
行
な
っ
て
き
た
植
樹
活
動
の
検
査
の
為
、

専
門
家
の
派
遣

（
三
月
予
定
）

三
．
地
球
環
境
保
護
教
育
の
一
環
と
し
て
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

レ
ダ
地
域
開
発
の
見
学
と
レ
ダ
近
郊
の
自
然
観
察
な
ら
び
に

世
界
最
大
の
滝
イ
グ
ア
ス
（
世
界
遺
産
）
等
の
見
学

（
五
月
予
定
）

四
．
発
展
途
上
国
へ
の
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
の
派
遣
（
八
月
予
定
）

五
．
一
日
環
境
セ
ミ
ナ
ー
の
定
期
開
催

（
三
ヶ
月
に
一
度
）

六
．
二
日
セ
ミ
ナ
ー
（
人
間
と
自
然
と
の
共
生
を
為
す
に
は
）

の
開
催

（
三
ヶ
月
に
一
度
）

七
．
地
域
活
動
の
活
発
化
（
定
例
的
勉
強
会
を
全
国
で
開
催
）

八
．
支
援
者
（
会
員
）
の
拡
大

右
記
に
記
し
た
内
容
は
今
日
ま
で
継
続
的
に
為
し
て
き
た
活
動
で
す

が
本
年
は
特
に
、
レ
ダ
に
お
い
て
再
生
可
能
な
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
産
の
画
期
的
な
試
み
が
本
格
的
に
為
さ
れ
る
年
で
あ
り
、
そ
の
成
功

の
た
め
、
日
本
か
ら
の
人
的
、
経
済
的
、
そ
し
て
情
報
収
集
支
援
が
よ

り
一
層
、
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
難
し
い
レ
ダ
の
土
地
の
有
効

利
用
を
成
功
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
を
同
じ
難
し
い
環
境
に
あ
る
地
域
に
拡

大
、
発
展
途
上
国
の
生
活
の
向
上
に
寄
与
出
来
る
は
ず
で
す
。



飯野事務総長 レダ近郊訪問
（２００６年１２月１７日、２００７年１月３日ー４日）

ア
ル
ト
パ
ラ

グ
ア
イ
州
知

事
（
行
政
区

域
は
バ
イ
ア

ネ
グ
ラ
か
ら

カ
サ
ド
ま
で

入
る
。
ア
コ

ス
タ
氏
）

一
月
三
日

自
宅
訪
問
。
庭
に

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
置
い
て
会
談
。

レ
ダ
で
や
っ
て
き
た
こ
と
、
ど
う

い
う
考
え
で
や
っ
て
き
た
か
、

写
真
を
見
せ
て
報
告
。

①
地
球
環
境
問
題
対
策
と
啓
蒙
と

し
て
の
、
植
樹
活
動
。

②
教
育
支
援
活
動
。
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
毎
年
派
遣
、
学
校
建
設

と
図
書
寄
贈
。

③
エ
コ
・
ツ
ア
ー
啓
蒙
と
実
践
。

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
観
光
に
寄
与
。

④
バ
イ
オ･

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
の
為

の
研
究
と
実
験
↓
時
間
と
資
金
が

掛
か
る
が
、
成
功
す
れ
ば
近
隣
の

村
々
の
経
済
効
果
に
一
助
。
植
樹

活
動
の
啓
蒙
に
も
な
る
。

特
に
バ
イ
オ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

に
は
、
非
常
に
心
を
動
か
さ
れ
て

い
た
。
全
面
的
に
協
力
し
た
い
、

と
言
っ
て
い
た
。

必
要
（
当
面
雨
季
ま
で
の
一
箇
月
間
、

水
を
毎
日
注
ぎ
、
家
畜
に
食
べ
ら
れ

な
い
よ
う
工
夫
す
る
人
）
、
少
な
く

と
も
先
ず
、
こ
の
三
点
を
責
任
持
て

る
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
る
。
オ
リ
ン

ポ
で
受
け
入
れ
る
気
持
ち
が
あ
る
か
、

打
診
。
「
是
非
受
け
入
れ
た
い
。
自

分
の
学
校
で
責
任
を
持
っ
て
対
応
す

る
。
生
徒
も
出
す
。
」
と
即
断
。
そ

こ
で
、
「
ま
ず
あ
な
た
の
意
志
は
分
っ

た
が
、
あ
な
た
方
の
コ
ミ
ッ
テ
ィ
で

よ
く
話
し
合
っ
て
、
書
面
で
受
け
入

れ
に
責
任
を
持
つ
旨
今
月
中
に
提
出

し
て
欲
し
い
。
そ
の
上
で
具
体
的
プ

ラ
ン
を
検
討
し
合
い
、
準
備
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
」
と
い
う
と
、
「
是

非
オ
リ
ン
ポ
に
迎
え
た
い
。
そ
の
如

く
に
準
備
対
応
し
ま
す
。
」
と
確
約
。

「
一
つ
課
題
は
、
オ
リ
ン
ポ
市
内
は
、

放
し
飼
い
の
ロ
バ
や
ヤ
ギ
や
豚
な
ど
、

や
た
ら
家
畜
が
目
立
ち
ま
す
。
家
畜

対
策
を
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
」

と
尋
ね
る
と
「
苗
木
ご
と
に
、
囲
い

を
し
ま
す
。
」
と
即
答
。

実
際
は
、
学
校
の
前
の
通
り
に
街

路
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
る
が
、
も
の

す
ご
い
し
っ
か
り
し
た
囲
い
を
三
角

状
に
造
っ
て
い
る
の
を
見
た
が
、
何

か
工
夫
が
必
要
だ
。

十
二
月
十
七
日
、
エ
ス
ペ
ラ

ン
サ
村
を
飯
野
、
上
山
で
訪
問
。

希
望
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
小
太

鼓
を
酋
長
を
通
し
て
学
校
に
贈

呈
。

後
ろ
は
当
会
が
建
て
た

校
舎
。

オ
リ
ン
ポ
市
、
中
学
・
高
校
の
学
校
長

一
月
四
日

（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
）

以
前
か
ら
、
図
書
の
贈
呈
や
図
書
室

天
井
資
材
の
提
供
な
ど
、
長
年
交
流
が

あ
る
の
で
、
我
々
と
は
よ
く
知
り
あ
っ

て
い
る
。

目
的
：
今
年
の
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊
派
遣
受
け
入
れ
打
診
と
打
ち
合
わ
せ
。

植
樹
の
苗
は
我
々
が
準
備
す
る
が
、

な
ん
の
木
に
す
る
か
は
、
今
後
話
し
合
っ

て
決
め
た
い
。

従
来
通
り
十
名
前
後
の
日
本
か
ら
の

青
年
中
心
に
、
八
月
下
旬
か
ら
九
月
上

旬
の
間
に
予
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
受

け
入
れ
側
を
探
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に

は
①
植
樹
す
る
場
所
の
提
供
、

②
一
緒
に
協
力
し
て
共
同
作
業
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
が
必
要
、
③
植

樹

後

も

、

ケ
ア
ー

を

し

て

い

く

責

任

が

あ
り
、

担

当

す

る

人
が



十
二
月
二
十
三
日

飯
野
報
告

昨
日
は
、
定
期
船
ア
キ
タ
バ
ン
が
、

鈴
な
り
の
人
々
と
荷
物
で
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
・
年
始
の
夏
休
み
休
暇

が
本
格
化
し
、
年
明
け
１
０
日
頃
ま

で
、
労
働
者
も
殆
ど
帰
り
ま
し
た
。

二
十
二
日
午
後
、
に
わ
か
雨
が
降
り
、

植
え
つ
け
た
ジ
ャ
ト
ロ
フ
ァ
に
は
恵

み
の
雨
で
し
た
。

大
山
先
生
の
帰
国
も
間
近
で
、
二

十
三
日
朝
、
飛
行
機
が
来
る
予
定
で

し
た
が
、
速
く
て
も
明
日
に
な
り
そ

う
で
す
。

今
日
は
飛
行
機
が
来
な
い
こ
と
が

分
り
、
早
速
中
田
先
生
は
、
大
き
な

ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
第
二
の
橋
方

面
の
道
路
整
備
に
出
か
け
ま
し
た
。

大
山
先
生
が
滞
在
し
て
い
た
半
年
近

く
の
期
間
の
大
半
が
、
水
が
最
も
高

く
上
が
り
、
引
い
て
い
く
の
に
数
ヶ

月
掛
か
っ
た
た
め
、
支
流
沿
い
の
奥

地
へ
の
道
路
が
、
水
没
し
て
使
え
な

か
っ
た
為
、
第
二
の
橋
の
方
面
に
行
っ

た
こ
と
が
無
か
っ
た
と
い
う
の
で
、

私
が
車
で
案
内
し
て
さ
し
上
げ
ま
し

た
が
、
蒼
く
輝
く
水
面
に
空
の
雲
と

ヤ
シ
の
木
が
映
り
、
そ
の
向
こ
う
に

大
草
原
が
広
が
り
、
つ
が
い
の
ト
ゥ

ユ
ユ
や
白
鷺
た
ち
が
憩
う
様
や
、
草

花
の
鮮
や
か
に
咲
い
て
い
る
様
に
、

「
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
ぇ
！
」
と

感
動
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
年
末

年
始
、
実
質
現
場
の
責
任
を
持
た
れ

る
上
山
先
生
が
、
「
こ
の
人
数
で
ど

う
や
っ
て
行
っ
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
」

と
心
も
と
無
い
様
子
で
す
。
そ
れ
で

も
数
少
な
い
労
働
者
を
連
れ
て
、
草

刈
に
行
き
ま
し
た
。
雨
季
は
春
か
ら

夏
の
期
間
で
す
か
ら
、
草
の
成
長
の

速
い
こ
と
、
一
週
間
前
に
刈
り
取
っ

た
建
物
の
周
り
の
草
が
も
う
大
き
く

伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

今年は環境に優しい石油代替エネルギー開発を！！

飯野事務総長を中心にレダにて新年を迎えた先生方

ひまわり油から、ディーゼル（写真左端ビン）造り成功の中田先生。

右はジャトロファ栽培担当の伊達先生



南
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Ｆ
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〇
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〇
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柴
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【
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
く

バ
イ
オ
燃
料
工
場
】

従
来
か
ら
の
燃
料
と
同
様
、
エ

タ
ノ
ー
ル
と
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

の
用
途
も
陸
上
輸
送
に
限
ら
な
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
エ
タ
ノ
ー
ル
を
燃

料
と
す
る
小
型
飛
行
機
が
三
〇
〇

機
あ
ま
り
航
行
し
て
い
る
。
世
界

有
数
の
航
空
機
メ
ー
カ
ー
で
、
、

初
の
エ
タ
ノ
ー
ル
飛
行
機
を
製
造

し
た
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
社
に
は
ガ
ソ

リ
ン
燃
料
機
の
エ
ン
ジ
ン
を
エ
タ

ノ
ー
ル
仕
様
に
改
造
す
る
依
頼
が

殺
到
し
、
２
年
待
ち
の
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
も

海
上
輸
送
で
の
利
用
が
進
み
つ
つ

あ
る
。
世
界
各
国
で
バ
イ
オ
燃
料

工
場
の
開
設
が
相
次
ぎ
、
短
期
生

産
量
は
急
伸
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

中
国
吉
林
省
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

平
均
的
な
蒸
留
施
設
の
八
倍
の
生

産
能
力
を
持
つ
世
界
最
大
の
エ
タ

ノ
ー
ル
工
場
が
誕
生
し
た
。
同
国
で

は
エ
タ
ノ
ー
ル
と
ガ
ソ
リ
ン
の
混
合

燃
料
を
推
進
す
る
市
や
省
が
増
え
て

い
る
。
一
方
、
イ
ン
ド
で
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
部
門
へ
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

の
進
出
を
加
速
す
る
た
め
パ
イ
ロ
ッ

ト
工
場
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

（
ｐ
一
一
八
ー
一
二
〇
）

ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所

（
地
球
白
書

二
〇
〇
六
‐
七
よ
り
）

【
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
は

ど
ん
な
燃
料
な
の
か
】

エ
タ
ノ
ー
ル
以
外
で
利
用
の
多
い

バ
イ
オ
燃
料
に
は
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
ー
植
物
油
と
ア
ル
コ
ー
ル
を
八
対

二
の
割
合
で
混
ぜ
て
触
媒
を
加
え
、

グ
リ
セ
リ
ン
を
分
離
さ
せ
た
後
に
残

る
さ
ら
さ
ら
し
た
液
体
ー
が
あ
る
。

軽
油
と
任
意
の
比
率
で
混
合
し
て
も
、

或
い
は
純
正
で
現
行
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

エ
ン
ジ
ン
に
使
用
し
て
も
よ
い
。
既

存
の
エ
ン
ジ
ン
に
は
粘
度
が
高
す
ぎ

る
が
、
二
タ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
（
軽
油

の
タ
ン
ク
と
植
物
油
の
タ
ン
ク
を
搭

載
。
軽
油
の
タ
ン
ク
で
エ
ン
ジ
ン
を

始
動
さ
せ
、
数
分
間
軽
油
で
走
行
す

る
。
植
物
油
が
温
ま
り
粘
度
が
下
が
っ

た
ら
タ
ン
ク
を
切
り
替
え
て
植
物
油

で
走
行
す
る
。
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
前

に
再
度
タ
ン
ク
を
切
り
替
え
て
軽
油

で
走
行
し
、
エ
ン
ジ
ン
内
に
冷
え
た

植
物
油
が
残
ら
な
い
よ
う
に
す
る
）

採
用
の
自
動
車
な
ら
走
行
可
能
だ
。

【
飛
躍
的
拡
大
を
遂
げ
る

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
】

世
界
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
九

十
五
％
は
菜
種
や
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を

主
原
料
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
産

さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
が
半
分
以
上

の
シ
ェ
ア
を
有
し
、
残
り
は
ほ
ぼ
フ

ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
が
占
め
る
。

生
産
量
が
急
増
し
て
い
る
ブ
ラ
ジ

ル
と
ア
メ
リ
カ
で
は
、
原
料
に
大
豆

を
使
う
の
が
一
般
的
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
生
産
量
は
一
九
九

九
年
の
一
九
〇
万
リ
ッ
ト
ル
か
ら
二

〇
〇
四
年
は
九
五
〇
〇
万
リ
ッ
ト
ル

へ
と
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
セ
ル
の
小
規
模
生

産
も
伸
び
て
お
り
、
た
と
え
ば
北
ア

メ
リ
カ
の
農
家
、
飲
食
店
か
ら
出
る

廃
油
用
油
で
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
を
自
給
す
る
地
域
共
同
組
合
、
地

場
産
植
物
油
を
原
料
と
す
る
ス
ワ
ジ

ラ
ン
ド
や
タ
イ
や
ザ
ン
ビ
ア
の
地
域

社
会
な
ど
、
様
々
な
場
所
で
作
ら
れ

て
い
る
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
推
進
の
動
き

は
、
一
部
で
宗
教
的
と
も
い
え
る
熱

気
を
帯
び
て
い
る
。

毒
性
が
無
く
そ
の
ま
ま
で
生
分
解

性
を
持
ち
、
旧
型
車
を
若
干
改
造
す

れ
ば
単
独
で
も
、
軽
油
と
混
合
し
て

も
使
用
可
能
で
、
健
康
を
脅
か
す
軽

油
と
混
合
し
て
も
使
用
可
能
で
、
健

康
を
脅
か
す
軽
油
に
代
わ
る
環
境
に

優
し
い
燃
料
と
い
う
の
が
推
進
派
の

主
張
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
度

環
境
セ
ミ
ナ
ー

第
一
回

三
月
十
日

午
前
一
〇
時
ー
午
後
五
時
ま
で

場
所:

南
北
米
福
地
開
発
協
会
事
務
局

費
用

三
千
円
（
昼
食
付
き
）

内
容

地
球
温
暖
化
と
植
樹
の
重
要
性
、

レ
ダ
開
発
に
つ
い
て

二
日
セ
ミ
ナ
ー

二
月
十
七
、
八
日

川
崎
市
民
プ
ラ
ザ

詳
し
く
は
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。


